
 

埼玉西部消防局は、平成２５年４月１日に所沢市、飯能市、狭山市、入間市及び日高市の５市により、

一部事務組合として発足し、５年目を迎えました。 

管轄地域は埼玉県の西部、東京都心から５０キロメートル圏に位置しており、西端の外秩父（そとちち

ぶ）山地から高麗（こま）・加治（かじ）・狭山などの丘陵を経て、東端の武蔵野台地へと続く豊かな自然

に恵まれた、都市機構と自然が調和した地域です。 

管内人口は、約７８万５千人、面積は約４０６．４３平方キロメートルを有し、所沢市は埼玉西武ライ

オンズの本拠地であるメットライフドームがあり、また、日本で初めて飛行場が開設された航空発祥の地

でもあります。 

入間市、狭山市は狭山茶の主産地で、その生産量、栽培面積も県下一を誇っています。また、日高市に

は、関東百名山の｢日和田山｣や清流｢高麗川｣に囲まれた曼珠沙華の群生地（巾着田曼珠沙華公園）は、日

本一のスケールとして有名です。 

消防の体制としては、所沢市に消防局を置き、１消防局５署１４分署を配置、消防車両１２０台、消防

職員数８６６人体制で各種災害に対応しており、消防組織の規模としては、政令指定都市並みの消防組織

であります。また、救助業務体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊４隊（うち１隊を山岳救助隊として指

定）を組織し、全て専任救助隊で編成されています。 

平成２８年中の救助件数は５０６件で、多様な救助事案にも対応するため、消防の広域化によるスケー

ルメリットを最大限活用し、消防防災体制の充実強化、消防行政サービスの向上に職員一丸となり努めて

います。 

今回は、救助の基本＋αシリーズ、「山岳救助」につい

て執筆させていただくこととなり、消防救助基本操法のな

い山岳救助を紹介させていただきます。 

山岳救助は、救出、応急処置も含みますが、現場にある

自然や、限られた資器材を有効活用し、自力下山できない

要救助者を安全かつ迅速に医療機関まで、「搬送」すると

いう技術が重要となります。また、遭難現場は大変危険で

過酷な場所で発生していることが多く、さらに活動に際し

ての時間は、日の出から日没までが最低条件となり、人一

人を搬送するとなると、普段、歩きなれた山道でも、知識、

技術及び経験を駆使しなくてはなりません。ここでは山岳

救助に特化することなく、地震津波災害、土砂災害及び噴

火災害による大震災時でも救助者の安全を確保し、現場活

動がスムーズになるためにプラスαすることで、現場活動

がスムーズになる方法をご紹介いたします。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担架編プラスα  

※ ブライドルにプルージックコードを

つけることで、要救助者の容態により

角度調整が容易に可能となり、また、

後述する様々な搬送設定が可能とな

る。 
 

ブライドルをプルージックで短く調整した状態。 

  

山間地での搬送は、下りだけではなく、登ることや谷を渡すことなど、様々な搬送手段を繰

り返し行い救出することとなります。搬送手段には以下の様な方法があります。 

  

 
 
 
 
 
 
 

 
担架搬送では、ブリッジ線(展張したロープ)を活用した担架搬送要領（斜めブリッジ救出要
領：写真1）や担架引きずり搬送要領（担架を引っ張るロープと確保するロープを設定し引き

ずる：写真2）そして、担架を使用しない背負い搬送要領（ロープを活用し背負う方法：写真

3）などがあります。 
  

写真 1 写真2 写真3 

 
        今回は、より迅速・安全に救出するためのプラスαとして、担架編、背負い編、 

バスケット担架携行編、アンカー編、危険箇所の移動手段編をご紹介します。 
山岳救

ブライドル 

プルージックコード 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 マンパワーがある時、

山道が広い時、また要救

助者の容態により、この

様な搬送を選択する。 

写真４ 

肩に、タオルや帽子の

ツバを入れると肩への

負担が軽減される。 

写真５ 

写真４ 写真５ 

【プルージックコード付きブライドル活用編】 

《 徒 手 搬 送 》 
 

 

急斜面や危険箇所を移動する時

に選択。フィックス線(手がかりロ

ープ)に担架を 2 箇所で吊ること

で、担架の安定及び重量分散を目

的とする。写真6 

 上部では、ビレイヤー(確保者)

がビレイ(確保)を行う。 

《フィックス線を活用した搬送》 

 

写真６ 

 早期搬送を考慮した活動時

に選択する。写真７ 

併せて後述するテレインビ

レイ(確保要領)を実施するこ

とにより担架を止めることな

く搬送することが可能となる。

写真8 

頭部側 

足部側 

写真７ 写真８ 

《引 きずり搬 送》 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テレインビレイは、立ち木、カラビナ、ロープの摩擦により制動させる。写真９ 

 

(１) 担架の確保側に 2 本のロープを設定し、１本のロープでビレイする。1 本のロー

プの長さは、５０ｍのものが良い。写真１０ 

(２) もう一方のロープは、引きずるかたちでフリーにしておく。写真１１ 

(３) 次のビレイヤー(確保者)の前を担架が通過後、フリーのロープを取りビレイを交代

する。写真１２ 

(４) これを交互に実施することで、担架を止めずに搬送することができる。 

 

※ 進行側にもロープを設定し、引っ張ることにより進行方向が定まる。また、下り坂

から登り坂になってもこのロープを活用し、引き上げることができる。 

写真１０ 

写真１１ 

写真１２ 

ビレイヤー 

ビレイヤー 

フリーロープ 

ビレイロープ 

進行方向 

フリーロープ 

ビレイヤー 

写真９ 

【テレインビレイ要領】 

テレインビレイ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背負い編プラスα 

《背負い(ボッカ)搬送》 

 背負っても負傷部位等に支障が無く、ま

た軽症の要救助者の搬送に適しており、搬

送時間も短縮できる。ザイルボッカ(ロー

プを使用した背負い法)では、救助者と要

救助者に負担が多く、また交代に時間を要

す。写真１３ 

ザックボッカ(リュックを使用した背負

い法)は、その 2 つを解消した搬送である。 

写真１４ 

 要救助者に棒を巻い

た毛布をリュック後方

からまたいでもらう。 

  上衣両裾角部分に小

石を入れ、スリング(小

綱)で縛り、要救助者の

臀部と背中の一部を覆

いスリングの余長で肩

ベルト上部に縛る。 

スリングでチェス

トハーネス(上半身の

安全ベルト)を作り、

肩ベルト上部に結び、

後方への転倒防止を

図る。 

フィックス線を活用

した搬送例 

 棒を毛布に巻く。 

 無ければ枝等で対応

する。 

上衣の腕の部分を

肩ベルト下部に結ぶ。 

 棒を巻いた毛布を両

肩べルトに通す。 

使用資機材は、リュッ

ク・ポール又は枝や棒、

毛布・スリング・上衣・

小石。 

ザックボッカ作成手順 

写真１３ 写真１４ 

手順 2 手順１ 手順 3 手順 4 

手順５ 手順６ 手順７ 手順８ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分割した担架 
スリング 

コントロール紐 

 毛布等を搬送可能 

空気呼吸器 

ハーネス 

巻き結び等 ※２ 

バスケット担架携行編プラスα 

(1)  バスケット担架を分割し合わせ、バスケット担架の接続パイプを背負い板の保護枠に入れる。 

   写真１５ 

(2)  背負い板上部の穴にスリング中央部分をひばり結び等で結着する。※１ 

(3)  スリングの余長部分を左右に割り、担架持ち手部分を巻き結び等で結着し合わせる。この時、

張りながら結着することにより、空気呼吸器ハーネスとバスケット担架が固定され安定する。※２ 

(4)  前後左右のブレを少なく安定させるために、残りの余長部分の先端に節を作りコントロール紐

とすることにより、突然の突風やヘリコプターのダウンウォッシュに耐えることも可能となる。 

 

※ 担架と背負い板の間には、現場活動では必需品の毛布等を収めることができる。 

※ 搬送者の視野は、後方が死角となるため、後方には隊員を配置させる。 

※ 傷病者搬送時は、空気呼吸器ハーネスを要救助者の足元に置くことができる。  写真１６ 

 

【担架携行作成手順】 

写真１５ 写真１６ 

背負い板の保護枠 

ひばり結び等 ※１ 

持ち手 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンカー構築 ４つのチェック項目 

1 Solid  (強固) 

  マスターポイントの強度を 20kN以上にすること

を目安とする。 

2  Redundant (多重性) 

  アンカーを構成する中で２つ以上の備えを作る。 

3  Equal ized (均等) 

  多重的なアンカーポイントに対し、均等に荷重分散

する。 

4  No Extension (伸張防止) 

  アンカーポイントの崩壊によりマスターポイント

が伸張し、衝撃荷重が発生することを防ぐ処置を施

す。衝撃荷重が発生するとアンカー全体の崩壊につな

がってしまう。 

 

アンカー 

ポイント 

マスター 

ポイント 

アンカー構築の基本 

【流動分散支点作成手

順】 

流動分散支点は、ひねりながら(写真 17)のようにスリングを引き、カラビナをかける。 

 一方のアンカーポイントがブレイク(崩壊)した時、マスターポイントのカラビナが脱落を避けるため

である。 

写真１７ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔固定分散の推奨される条件〕 

・アンカーポイントの強度が 20kN未満と推測される場合及び評価が出来ない場合。 

・マスターポイントに大きな衝撃荷重及び負荷が発生する可能性がある場合。 

〔流動分散の推奨される条件〕 

・墜落等でマスターポイントが動く可能性がある場合。 

・アンカーポイントが20kN以上ある場合。 

 

※ 20kNの根拠は、UIAA(国際山岳連盟)基準でカラビナのクローズドゲート(キャッチが確実に閉まって

いる状態)、メジャーアクシス(強度が一番強い方向)の強度が 20kNとなっているから。 

 

固定分散支点では、伸張防止を図るために｢いわしを切る｣と言う方法がある。まず、スリングにより

ガースヒッチ(ひばり結び)で束ねる。写真１７ 次に１週巻いて一方をハーフヒッチ(半結び)で締め付け

る。写真１８ 更に、反対側へ１週巻いて、もう一方にハーフヒッチをする。これを交互に４～５回繰

り返す。 

最後は、引き解け結びにしておくことで、アンカーポイントがブレイクするような緊急時には、ハー 

フヒッチを早期に緩めることで、荷重の均等性を保つことができる。また、この様な時には、別のアン

カーポイントからバックアップをとる必要がある。 写真１９ 

 

※ 固定分散支点作成時、マスターポイントで｢いわしを切る｣や｢クローブヒッチ｣等で結着する理由は、

荷重比を一方のアンカーに 100：0の状態にしないためである。 

また、固定分散支点は衝撃荷重を緩和する役目もあるが、一つのアンカーポイントがブレイクしたら、

全てブレイクすると考えてよい。よって、どのアンカーポイントもブレイクさせないことが前提である。 

 

【固定分散支点作成手順】いわしを切る手順 (半結びを繰り返す) 

 

【固定分散支点作成手順】クローブヒッチ(巻き結び)による手順 
  

写真１７ 写真１９ 写真１８ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) ススキ等の草をひと抱えにし、スリ
ングを使用し根元から約 1/4 付近を
ガースヒッチで締め込み束ねる。 

(2) ２つに割って「いわしを切る」 

(3)  最後は、引き解け結びにせず、ハー
フヒッチで１つに束ねる。 

※  フォーカシング(引く方向をあらか
じめ確認)し、その方向に草を倒し前記
のようにスリングで巻く。これは、１
本１本の草に均等に荷重を掛けるため
である。   写真２０ 

根がしっかり張り、茎もしっかりしてい

る１つの草取り支点では、約500kg の荷

重に十分耐えられると言われるが、状況に

より分散支点にすることが必要となる。 

分散支点に隊員５名でアンカーに自重

をかけてもブレイクしない。 写真２１ 

 

【ススキや笹等でアンカー構築（草とり）】 

アンカー編プラスα 

写真２０ 

写真２１ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【岩や石を使用したアンカー構築（石はち）】 

(１)  土のう袋に約 1/3 土を入れスリングで口を

縛る。写真２２ 

(２) 50cm程度穴を掘り、荷重方向に溝を作る。  

写真２３ 

(３) 土嚢を入れ埋める。写真２４ 

 

写真２２ 

写真２４ 

写真２３ 

※ １立方メートルの岩や石

は、種類にもよるが約2.5ｔ

の重量がある。 

 

【土嚢を使用したアンカー構築】 
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C

」 

B A D 

【 ランニングビレイ(中間支点)設定要領】 

進行方向 

バタフライノット 

(蝶結び) 

展張すると矢印の 

方向に引かれるため、 

引きしろをとっておく 

2番目の隊員は、素通しのロー

プ(写真 25)をカラビナに結着し

ながら進む。(写真 26) 

※ 進行方向とは反対側のロー

プを引き、ノットを作ること

で、展張時にしっかりロープが

張れる。(写真 27) 

3 

2 

《中間支点を取るときの注意点》 

落下係数を少なくするため、支点は始め

近くに作り、徐々に間隔を広げていくよう

に作成する。 

A＜B＜C＜D  図１ 

１ ビレイヤーはセルフビレ 

イ(自己確保)を取る。 

２ ボディービレイ(ハーネ 

スのビレイループに付けた 

確保器)でビレイを実施す 

る。 

３ 移動する隊員は、支点を 

作成しながら目的の場所に 

移動する。 

ポイントは、目の高さに

支点を作成することで、落

下係数(衝撃値)を下げるこ

とができ、更に上部に手す

りがあることで移動が容易

となる。 

 

安全に移動する手段「ランニングビレイ」をご紹介します。 

ランニングビレイとは自己確保ロープをつけた隊員が、中間支点を作成しながら目的場所ま

で移動する手段で、中間支点を結着することで、中間支点間に一人ずつ複数の隊員が移動可能

となり、より安全に要救助者に接触出来ることとなる。また、このロープを張り込むことによ

り、フィックス線にもなるため、前述にも紹介した担架搬送や背負い搬送時に活用できます。 

移動手段編 

図１ 

写真２７ 

写真２５ 

中間支点 中間支点 中間支点 

ハーネスのビレイ 

ループに付けた確保器 

写真２６ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープを手摺りの

ようにするイメージ

で展張するため、倍力

システムを活用し張

り込む。 

７ 

最後の隊員は中間

支点を回収しながら、

先行者にビレイをし

てもらい移動する。 

4 

６ 

最後から 2 番目の隊員

はバタフライノットを解

き、再びカラビナに掛けな

がら移動する。 

５ 

中間支点の結索及び

展張が終了すれば、ひと

つのスパンに一人ずつ、

複数の隊員が移動可能

となる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～おわりに～ 

 今回、「山岳救助」を紹介させていただきました。冒頭にも申しま

したが、山岳救助活動に操法的なものはありません。隊員一人一人が

保有資器材を有効的に活用し、さらに、発想力と応用力をプラスαす

ることで、より良い活動につながると思います。要救助者の社会復帰

までを考慮し、救助活動に結び付くよう参考にしていただければ幸い

です。 
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酸素投与について 

山岳救助でも、要救助者の社会復帰までを考慮し、要

救助者の状態に合わせ、酸素投与しながらの救出も考慮

しなければならない。しかしながら、山岳救助での過酷

な環境で、救出しながらの酸素投与は、どうしてもバス

ケット担架での救出が実情である。写真２８ 

救出中に容態悪化させることなく救急隊に引き継ぐ

ことが、救助隊の任務である。 

酸素投与プラスα 

写真２８ 


